
��

◆�����による
�で、����による
���を��し、���な����
�をおこないます。

%&'��での

��)
�*+

,&'��での

��)
�*+

-ソフトの�����により、

����による��23を��した*+

��、���を	
した�����では、 から ��の�き�な��を��して��が われます。しかし、&��'によっては、&��'の+,、0.1A 1.0A

または-/を2くため、このような�きめな��を��できない89があります。このとき、= 、または、= での����で��を��することになりますが、mA uA

��
?@ケーブルFの/G�HのIJを�きくKけるMNとなります。

OPでは、����にQRした、��される��TUVをWします。

����が�さいほど��Z[が�きくなります。これは、����が�さいほど&�

�'の\]�^が�さくなり、/G�HのIJをKけやすくなることを`しています。

�きめの����で��した89でも、&��'の��TがμΩ��であればeじ

ように/G�HのIJを�きくKけることになります。

/G�HによるZ[の�きさは、	
する?@ghのiF、jさ、またklのn�op

に�きくQRします。

qソフトでは、��vwxによる��で/G�HによるZ[yzを{|し、かつ、~�V

xにより、klノイズやn�UVによるバラツキを�さく えます。

ただし、	
する���の��や��を えることはできません。

・���について。

この��では、&��'の\]�^は=μ 、�はそれ��の�^になり、��のV

デジタルマルチメータや、��が��する�^����では��が� なレベルです。

このように�さな�^を��£く��するために、��はナノボルトメータと¦ばれる�^

�を	
しなければなりません。

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

ケースレー9

ナノボルトメータ 2182A

ケースレー9

マルチメータ 2000

/SCAN TCSCAN

キーサイトテクノロジー9

マイクロオームメータ 34420A

GP IB-

4\]
�に^_

2182Aによる

\]�`
�に^_

34420Aによる

\]�`
�に^_

そのbの
�cによる

\]�`
�に^_

10Chスキャナーカードに^_し、
gijの�`やl�の
�がnoです。

�ソフトが	
する��の��


���のp�

q
�r

�`
�
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ケースレー9ソースメータ

2400/01/10/20/25/30/40

2450/2460

Ver6

2400/01/10/20/25/30/40
ソースメータ

2400/01/10/20/25/30/40/50/60,2182Aは、 ¯の°±です。ケースレー

W32-2400MR2/MR4 ケースレー

34420Aは、アジレントテクノロジー¯の°±です。

����の�����！ xyできる{| �� GP-IBボード }~

320,000 

360,000 

W32-2400MR2-R

W32-2400MR4-R

W32-2400MR2-N

W32-2400MR4-N

NI�

NI�

2400シリーズ
2182A/34420A
2000+SCAN

2400シリーズ
2182A/34420A
2000+SCAN

ラトックシステム�

ラトックシステム�

����

Windows
8.1/10/11
(64bit )�
Excel
2013/2016 2019/
2021(32bit Only)�

ナノボルトメータ 2182A/34420A
¸¹にº»¼は½まれておりません。

��
�y

４¡¢
�{o

４()����をサポート

2450/2460




�データの¤¥¦§¨
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��

��1

��2
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��4
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��6

��7

��8

79:;を<=して、����の��をBなうことができます。

���による����を
�しようとすると、°に±²の��³´によりµしい��)が
�できません。

1.
�yケーブルで¹じる����によるオフセット�`。
2.¼½ノイズによる
�)のバラツキ。
3.
��`の3ÀoÁÂや��ÁÂ。

Ã-ソフトをxyしても、xyする
�cがÆつ
���ÈÉの
�はできません。)

����による��23の��

����をあまりÌきくない��で
�しようとすると、
そのÎ\の�`はÏμ Ñ�の�`になるÒÓがありV
ます。Ôえば、 Ωの��×を のp�で
�しよ1m 10mA
うとすると、��×Î\の�`は μ となり、この��10 V
な�`を���に
�するØ³があります。
しかし、�`
�のためにxyするケーブルのÛÜÝ
Óiにはゼーベックà+による����がá¹し、そ
の�`23が��³´となります。その�`のÌきさ
は、xyするケーブルやãäのl���によってæな
りますが、Ïμ になるÒÓがあります。V
そのため、xyする
�ケーブルは、çèでæ|ÛÜ
とのÝÓをéけ、ë|ÛÜで、かつì�íいケーブルを
xyすることがØ³です。��が�さいほど、また、
�
��が�さいほど、����のðñをÌきくòけることに
なります。óôは、õö��をスイープして��)を
�
したÔですが、õö��が�さいと
�される��)の
��がùえることがÀります。

%&'��での

��)
�*+

,&'��での

��)
�*+

-ソフトの�����により、

����による��23を��した*+

-ソフトは、����の��23を��するために、3つのú�をサポートしております。

õö��
õö��

õö��


��`

��`


��`

0
0

0

0
0

0

����による
�`オフセット

����による
�`オフセット

①�����
%&'と,&'でそれぞれの&'
で�`を
�し、その¤¥)から
��をÿめます。

②ゼロ�µ�
��ゼロのªの�`と、��に
p�したªの�`の�から��
をÿめます。

l���

③3	�µ�

�èにl���が
るÒÓに
l���3も�µします。

¼½ノイズによるバラツキの��

�
)のバラツキ

¤¥ §¨)

「�����」「ゼロ�µ�」は、¤¥ Ïを
�Ì100まで��がnoです。

��への¼½ノイズの��に^する^�を�
なうことが�-ですが、��できない
�)の
バラツキは、¤¥ §¨によって��した
�)
を��できます。
óôでは、õö��)を��で「�����」で
ë�の��×を��し
�したÔです。%&'で
の4
�)の¤¥)と、,&'での4
�)の
¤¥)をさらに¤¥して��)を� しています。
��した��)が�られています。

◆

◆

õö��

�
�


�
*
+
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25.4560
DCV ACV

DCI ACI

KEITHLEY 2182A

Agilent 34420A

2400KLで4NO��のPQ 2400 で��のPQ+2182A

2400 で��のPQ+34420A 2400 そのU���で��のPQ+


���のp�

q
�r

�`
�


���のp�

q
�r

�`
�


���のp�

���のp�

q
�r
q
�r

�`
�
�`
�

DVM

������のVXYZ


���を#$しながらの��
�Ô


���を%�した��
�Ô


���リスト


���)

��)の
�*+

��)の
�*+


�cの�
)


�cの�
)

%&'��
�)

%&'��
�)

,&'��
�)

,&'��
�)

-ソフトでの
�*+

-ソフトでの
�*+

2400が�`モードのÒÓ、
�)は��)とÀ'されます。

また、��モードのÒÓは、�`)とÀ'されます。
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KEITHLEY
2400/01/10/20/25/30/40
2450 2460/
4\]��

KEITHLEY
2400/01/10/20/25/30/40
2450/2460
4\]��

KEITHLEY
2400/01/10/20/25/30/40
2450/2460
4\]��

KEITHLEY
2400/01/10/20/25/30/40
2450/2460
2\]��



「 」ボタンをÁしたÂ、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンをÁします。GPIB
�Îのように「 」にして「GPIB ON ENT

」ボタンでÓ�します。ER

���の - アドレスを×ØのアドGP IB
レスにÙ�し「 」ボタンでÓ�ENTER
します。

���のラングエッジを「 」にÙSCPI
�し「 」ボタンでÓ�します。ENTER

KEITHLEY 2182Aのb�

KEITHLEY 2000のb�

KEITHLEY 2450/2460のb�

「 」をÁして、「 」( )キーをÁして、SHIFT DIGITS GPIB

- を にÙ�します。GP IB ON 「 」キーをÁして、アドレスをÙ�します。ENTER

もう１�「 」キーをÁして、ラングエッジをENTER

「 」にÙ�します。SCPI

�ソフトをcdするためにh:な��のb�
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�c()の「 」ボタンを+してます。MENU
(),-の「 」を./します。Settings


�c()の「 」ボタンを+してます。MENU
(),-の「 」を./します。Communications

「 」を./します。Command Set

「 」を./し、GPIB
アドレスを12します。GPIB

「 」を./します。SCPI

2450

��`を �するためには、 のリアーパネルのインターロック\]をí5するØ³があります。2450/2460
67はソースメータ8Üの�9:;<を=>ください。

インターロックÀ�\]



ij

34420Agilent

KEITHLEY

Channel-1Channel-1

Channel-2

Agilent 34420のb�

34420-×のメニューを./し、
インターフェイス1. = -GP IB

2. - ( =22)GP IBアドレス EF)
3. =ラングエッジ SCPI
を��します。
67は、 8ÜのJ�:;<34420
を=>ください。

‘Shift’+’>’ ’I/O ’KEY MENUで をOP。

2 -.インターフェイスを に��します。GP IB

1 - ( =22). アドレスを��します。 EF)GP IB

3.ラングエッジを に��します。SCPI
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qrsu

��
�を�います。
この「��」タブをßàして「 」ボタンをSTART

クリックすると、â�した��Tでの����や、

ãHした��リストにäづいて��Excelシートに

��を うことができます。

シートの��リストで��する89は、ëìExcel

にキーãHしておいてください。

�Qは、このボタンで、xyする{c
のRSと、その - アドレスを��しGP IB
てください。±²を=>ください。

-×のスイープ{oをxyした
�
この「スイープ」タブがßàされているîに「ＳＴＡ

」をクリックすると、ãHしたスイープòóにäＲＴ

ずき��のÙ�を ったÂ、スイープをö しま

す。 スイープ÷øÂ、そのMNを Excelùにúû

みます。úûデータは、ýþのカーソル��から

���に�かってãHされます。

データのúûÂ、Excelシートùに、���に	

Pを います。

モデル2430では、パルス�Hも�です。

��«TVして��
�を�います。
「j���」をßàした89、「��」タブでÙ�

した��òóにäづいてj����して���

�を います。

-×のカスタムスイープ{oをxyした
�
この「 」タブがßàされているîに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

q�のカスタムリストに��されていをクリックすると、

る�Hリストにäづいたスイープ��を います。

スイープ÷øÂ、そのMNをExcelùにúûみます。

úûデータは、ýþのカーソル��から���に�

かってãHされます。

モデル2430では、パルス�Hも�です。

２\]��/４\]��の��を います。

�����をÙ�します。

��の - アドレスをÙ�します。GP IB

ケーブルガード/��ガードのßàをします。

�H の��をâ�します。OFF

���に×Øの� をãHします。

2400の!"\]を	
する89にチェックを$けます。

「��のb�」のsu

※ X��
�と
４ ¡¢��Z
�の[\え

「��)\�]し」の^_を
「 」キーを+したまま、Ctrl
マウスクリックすると、
X��と４¡¢
�の[\え
を�うことができます。
67は、-マニュアルbc=>。

(W32-2400 )MR4の{o

2450 2460/ だけの{o Hi Capacitance ONを にします。

�HTの����を にします。OFF
��は、�HTの����は です。ON

オートレンジでの、�&'(レンジをÙ�します。
�^と��の)レンジをâ�します。

6/16



「*+,」「-�vw」「ゼロ/0」「デルタ ３2x 」からß( )

àします。

「*+,」34~�での��。

「-�vw」��ごとに����を�り6えて��。

「ゼロ/0」��と��ゼロを78に�り6えて��。

「デルタ ３2x 」��9に����を�り6えて３:��( )

を います。

ýþの��を÷øÂ、;î<=します。 「 」をÁＰＡＵＳＥ
したまま、「 」をÁすと、ステップ�	になります。ＳＴＡＲＴ
ABに「 」をÁしたÂに「 」をÁしても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
�	になります。 「 」をC{すると、�� モードにDPAUSE ��
Eします。 「 」タブがßàされたときのみ、FGです。��

�HをHIします。

J"をK�W`に�り�えます。

�^�Hするîは、'(��をãHし
���Hするîは、'(�^をãHし
ます。 LMの89は、��NOにPじ
その�HTにQRしたA�の'(T
に���にÙ�されます。

	
する��の��がW`されます。

ST�の=Tは - アドレスをWわGP IB

します。����と - アドレスのÙGP IB

�は、「��のÙ�」ボタンで います。

��を�����と��^��でßà
します。
「�^」�Hでの����は、����
の「�V」「そのW」をßàしたîだけです。

Excelùのデータを�Hするîの3�をÙ�します。 Excelùの
データが「１００」で、「uA」をÙ�すると、100uAが�Hされます。

マニュアルレンジにチェックを$
けると、â�されたレンジに[�
したレンジで�に�Hが われ
ます。 \ PがW`されますから、
レンジTをãHしてください。
ãHしたTを�HするA]な
レンジに[�されます。
2430でパルス�Hの89は、
ここでのãHは*^され、ExcelùのA�Tから、[�レンジ
が���に�_されます。

��が した します÷ø î、��の�Hを 。OFF
チェックを$けないと、`øî、�HはAÂの�HTでON
をbcします。

モデル2430だけの��です。
チェックを$けると、�Hが
パルス�Hになります。
\PがW`されますから、
パルスのî�dをãHして
ください。
パルス�Hにチェックを$け
ると、「bcî�」がパルス
k�に�り�わります。
10Aレンジを	
する89のA�パルスdは、2.5msです。

�^/��の�Hbcî�をãHします。
LMのîは、��にefなA�î�に
なります。パソコンのタイマでî�をh,
しますからあまり0Óではありません。
2430でパルス�Hの89は、パルスk�
に�り�わります。
0.05 9999kのlmでãHできますが、
Wの�Hòóやパソコンの��により、
0.05k$oのî�はqれない89が
あります。

「
�」タブを./したe、「 」ボタンで��
�をhiします。START

「 %� �」のチェックを¼して、��n#で��
�を�うÒÓは、jkにExce

lシートに
���リストを��しておくØ³があります。そのe、「 �jl」ボタンで、

g{cが �するExcelシートÉのデータjlmnをo�してください。

É ²��をしたe、「 」ボタンをクリックするとo�jlから%p±&'に��START

)が �され、その��
�*+がqrのカーソルjlに��されます。

「 �jl」ボタン=>

�Hするデータru��をâ�します。
Excelùのカーソルを�Hしたいru�
�に�いてこのボタンをクリックします。
Oのテキストボックスに、カーソル��が
���にãHされます。
テキストボックスへは、wx、yãHも
�です。 テ キストボックスがLMの��
では「 」できません。eず、ãHがefです。START

PAUSE OFFにしたî、�Hを にします。

[�された��、または�^で��

するîにチェックを$けます。

��Hに��にエラーが-zした89、�HをHIす

るòóをÙ�します。�ÎのJ"でÙ�します。

��に	
する���をâ�します。

・�V

2400を3{で４\]xでの��の8

9にßàします。

・2182A

2182Aを	
する89にKEITHLEY

ßàします。

・34420A

Agilent34420Aを	
する89にß

àします。

・そのW

そのWの���を	
する89に

ßàします。

��の~�:=をâ�します。

1 100:でâ�します。

「vwモード」にチェックを$けた89、

P��だけで~�V、���だけで

~�VしたÂ、P��と���のTを

さらに~�Vして��Tを_�します。

����Â、����までの��

î�をãHします。

����で、B:の��のîだけ、

��Âの����までの�ちî�を

ãHします。B:だけ、ùÎの���

�î�に�_されます。

��MNを シートにãHするîのExcel

3�をÙ�します。

チェックを$けると、ö�TはExcelにãHされず、

_�した��TだけがExcelシートにãHされます。

チェックを$けると、��Tを�_しないで、���の

��T(�^/��)をそのままExcelシートにãHします。

2400の��または�^の�H��TもExcelシートに

ãHします。

ßàした���の��Ù�を います。

����のxB
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��を�れると、��でデータがãHされます。

��を�れると��を`øします。

[��Hの��では、オフセットTをÙ�できます。
ここにãHしたTが��Tから�かれて にãHされます。Excel



��H、��Tが�にExcelシートW`

されるように、Excelシートを���にス

クロールします。��Hの	Pを って

いるとき、グラフがスクロールにより�れ

てしまい��9な89は、チェックを�し

て��をスタートします。

����からの��î�をExcelシート

にãHします。

2400の��をÙ�します。

��データの�$î�をExcelシートにãHします。

KEITHLEY2000の��もeîに います。

だけの��です。(W32-2400 )MPX

Wの���の��もeîに います。

(�V���の�を��ください。)

��データのトレンドグラフを	yします。

「j������」では、グラフは	Pされません。

��の�てのÙ���をデフォールトのÙ�に します。

(��のú¡¢£¤を��)

ãHした�てのòóをロード¥びセーブします。

「 l」タブをßàし、データ�Hを う89のリアルタイム	��
Pの�xをÙ�します。

グラフのタイトルを×ØにãHします。LMでもかまいません。

§¨のデータをâ`します。

©¨のデータをâ`します。

§¨�ªの / をãHします。LMの89、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、ëìにTをãHし、[�スケール
にすると、	Pが«¬に われます。

©¨�ªの / をãHします。LMの89、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、ëìにTをãHし、[�スケール
にすると、	Pが«¬に われます。

「グラフ|」のsu

��のzî�をÙ�します。0.01 10のlmでãHします。

2430のパルス�Hの89は、0.01 0.1のlmでãHします。

ここでのãHTが��î�のjさを®�し、ãH�なbcî�(パルスd)にIJを¯えます。

��するレンジを°�のレンジに[�する89にチェックを$けます。

�ÎのJ"がW`されたら��したいレベルTをãHしてください。

そのレベルが���なA]なレンジに[�されます。

2430のパルス�Hの89は、eずマニュアルレンジにするefが

あります。

オートゼロを にします。ON

���で「}~」を��した�の��b�

���で「 」を��した�の��b�2182A

アナログフィルタを にします。ON

デジタルフィルタを にします。 にÙ�した89、そのòóをÙ�します。ON ON

��レンジを / で��えます。 のﾁｪｯｸを�すとレンジãH
テキストAUTO MANUAL AUTO
ボックスがýれますからレンジをキーボードからãHします。¶·なTをãHするefはあ
りません。ãHされたTに;¸oい１つùのレンジにÙ�されます。

zî�をÙ�します。

リファレンス��を にし、そのリファレンスTをãHします。ON

Ã)s々のvwの{o67につきましては、
�cの「User's Manual」を=>ください。

��チャンネルをâ�します。��は「 1」をßàします。DCV

2182Aの - アドレスをÙ�します。GP IB

���で「 」を��した�の��b�34420A

Ã)s々のvwの{o67につきましては、
�cの「User's Manual」を=>ください。

zî�をÙ�します。

��チャンネルをâ�します。��は「 1」をßàします。DCV

¼Ù���は、���に$hするú¡¢£¤にÎ½されている¢£¾を��ください。
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���で「そのU」を��した�の��b�

そのW���とは - でパソコンとx�されているefがあります。GP IB
そのW���から¿られてくるデータのフォーマットは、 であり、À=のデータの89(Max10Á)、データ�はコンマでÂ�られているefがASCII
あります。
Ã1 À=のデータをKÄした89、qソフトで	
するデータは、ruの1つだけで、それ�ÅのデータはÆてられます。)
Ã2)そのW���からのデータúりûみは、�ての���との�ÄをbÇするものではありません。

もし、���からデータをKけúるî、クエリーコマンドをëìに¿Äするefがあるî、ここに¿Äする
クエリコマンドをãHします。ほとんどの89、LMで です。OK
もし、マルチメータが コマンドÈÉのものでしたら、�Îのコマンドのどれかが	
されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

���のデータKÄîにトリガがefなî、チェックをつけます。

そのW���の - アドレスをÙ�します。GP IB

úりûんだデータに、�ÎÌ_を ったÂ、ExcelへãHします。
ExcelへのãHT = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへãHするë�をここにãHします。
LMの89、「�V」がãHされます。

����ìに、���に¿Äするコマンドがある89は、ここにãHします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をãHします。 ��はLMです。

���のデリミタをÙ�します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「×Øコマンド」からトリガの�xをßàします。GET TRG
��は、「 」のßàをします。GET
「×Øコマンド」をßàした89は、トリガコマンドをテキストボックスにãHします。

���のデータにÌ_+,を うときにチェックします。 À=のデータがKÄされた89は、その�ての
データに、�ÎにãHしたÌ_が われます。

���のデータは=Tとして¡います。

���からÀ=のデータが¿Äされる89、データの
Â�り¾Õをâ�します。;Ö�には「コンマ」が	
されます。

����リストを シートに��するYZExcel

×Øを��するìに、�Hする����リスト

を©��にãHしておきます。

��は、 から�Hする89はプラスTで、2400

にÙûむ89はマイナスTでãHします。2400

×Øの��MNが、このようにãHされます。グラフ��を

にÙ�しておくと、���に	Pが われます。On

この��を�H��にâ�します。

�Hデータは、 ùの×Øの��Excel

にãH�です。

この��にカーソルを�いて、×Øを��した89のÛです。

カーソル��は×Øですが、��MNは、カーソル��から

���にãHされます。
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�~��� マルチメータ� のb�YZ( )

�V���とは - でパソコンとx�されているefがあります。(�P)GP IB
�V���から¿られてくるデータのフォーマットは、 であり、À=のデータの89(Max10Á)、データ�はコンマでÂ�られているefがASCII
あります。Ã)�V���からのデータúりûみは、�ての���との�ÄをbÇするものではありません。

もし、�V���からデータをKけúるî、クエリーコマンドをëìに¿Äするefがあるî、ここに¿Äする
クエリコマンドをãHします。ほとんどの89、LMで です。OK
もし、マルチメータが コマンドÈÉのものでしたら、�Îのコマンドのどれかが	
されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

�V���のデータKÄîにトリガがefなî、チェックをつけます。

�V���の - アドレスをÙ�します。GP IB

úりûんだデータに、�ÎÌ_を ったÂ、ExcelへãHします。
ExcelへのãHT = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへãHするë�をここにãHします。
LMの89、「�V���」がãHされます。

����ìに、���に¿Äするコマンドがある89は、ここにãHします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をãHします。 ��はLMです。

���のデリミタをÙ�します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「×Øコマンド」からトリガの�xをßàします。GET TRG
��は、「 」のßàをします。GET
「×Øコマンド」をßàした89は、トリガコマンドをテキストボックスにãHします。

�V���のデータにÌ_+,を うときにチェックします。 À=のデータがKÄされた89は、その�ての
データに、�ÎにãHしたÌ_が われます。

�V���のデータを=Tとして¡うか、¾Õとして¡うか
のÙ�を います。��は「=Tデータ」にÙ�します。

�V���からÀ=のデータが¿Äされる89、データの
Â�り¾Õをâ�します。;Ö�には「コンマ」が	
されます。

�V���が¿Äするデータ=をセットします。

KEITHLEY 2000をcdするPQのb�

��レンジを / で��えます。AUTO MANUAL
のﾁｪｯｸを�すとレンジãH
テキストボックスAUTO

がýれますからレンジをキーボードからãHします。
ãHされたTに;¸oい１つùのレンジにÙ�され
ます。

トリガ�xをÙ�します。
「 」FREE RUN
��Hも ��をbcします。FREE RUN
「パソコン」
��î�9にパソコンが���にトリガを¿Äします。
���は ��になります。HOLD
「�V」
���リアーのトリガリンク\]にe�してサンプリング
を ないます。

��のトリガディレイî�をãHします。
��は、LMまたは「0」をãHします。スキャナカードを	
するときチェックを$けます。

サンプリングレートをÙ�します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

アベレージング��を にします。ON

���q�でÙ�した - アドレスとeじTをÙ�GP IB
します。

��ファンクションをÙ�します。 �^��, �^DC AC
��, ��2@��4@,n�,kÝ=,k�からßà。

��データをÞ=Ì_して、
そのMNをExcelシートにã
Hします。\J"がW`され
ますから、Þ=A,BとそのÌ
_MNの3�をãHしてくだ
さい。

��TをExcelへãHするîの3�をÙ�します。
「öT」は、��ファンクションにより「V」「A」または
「Ω」の3�でãHします。「Þ=Ì_」をFGにし
た89は、このÙ�は*^されます。

ßQT��を にします。ON

��の��

��のファンクションで「n�」をßàします。

/�Qのタイプをßàします。 K, J, T( )

n�の3�をßàします。 C,F,K( )

サンプリングレートをÙ�します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

���・��の��

��のファンクションで「kÝ=」または
「k�」をßàします。

��する�^レンジをÙ�します。

アベレージング��を にし、そのòóをON
Ù�します。

Ã だけの{oです。)W32-2400MPX
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  Card(10ch)SCAN
Model 2000- Scanner  Card(9ch)TCSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４\]
�の*z

４\]
�のÒÓ

は、この「 」SENSE

ラインを{ö�z

します。

２\]
�のÒÓ

は、この「 」INPUT

だけを*zします。

２\]
�の*z

２\]
�の*z

４\]
�

２\]
�

Model2000-SCAN スキャナカードをcdした��YZ

��するチャンネルにだけにチェックを$けます。
��チャンネルは��しているefはありません。

��ファンクションをÙ�します。¼チャンネル9にáなったファンク
ションのÙ�が�です。 た だし、��したチャンネルで�てe;
のファンクションにÙ�すると¬いスキャニング��が�になります。
その89、 �^で の��にfするî�はâ kです。DC 10ch 1.1
1 5 では、４\]����のßàが�ですが、４\]����をch
ßàすると、そのQになるチャンネルの	
はできなくなります。 Ûえ
ば、 を４\]����にÙ�すると は	
できなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカードxy」にチェックを8けると、±²})がOPされますから、スキャン
�の~�を��します。「リレーカードxy」チェック
が8いた��から±²})をOPするためには、��チェックを¼してから��チェックを8けます。
g チャンネルの
�ファンクション�のサンプリングレイト やアベレージング�の
�~�はjkにú�で��しておく( , , )FAST MID SLOW
Ø³があります。

¼チャンネルの��TにÌ_+,を ったÂ、 へのãHを うExcel
89は「Ì_」にチェックをつけ、「Þ= 」「Þ= 」「3�」に]�なTA B
をãHします。

へのãHT ��T Þ= Þ=Excel = ( - B ) * A

スキャナカードのVX 

Ã) では、1chはxyできません。TCSCAN
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¡�¢����をBうPQのb� Ã だけの{oです。)W32-2400MRX

「��」タブで、[��Hにチェックを$けたîだけ「j������」が�になります。

また、��òóは、�て「��」タブのJ"でÙ�したòóにãいます。ただし、グラフの	Pは われません。

「 」ボタンをクリックして、öäに��を��するまでの�ちî�をãHします。START

Ûえば、ånæ�に×çをãれ、è�のn�にéêするまで�ってから��を��

したい89などに	
します。

��のî��ëを３iFでÙ�できます。��で	
する��ステップにチェックします。

î��ëをãHします。

î��ëの3�を「k」と「z」で�り�えます。

��:=をãHします。

ùÎでÙ�した��î��ëと��:=から、�ての��を`øまでのèfî�

がW`されます。このî�がì�_されるのは、ãHしたテキストボックスからカーソ

ルをí�したときです。

��データのãHされた ブックを���にù¤きbRするîにチェックを$けます。Excel

そのÂ、bRする��サイクルをâ�します。

��データが、 シートのA� にéêしたとき、îのシートのruにí�します。Excel

îのシートがない89は、���にシートが	yされます。

ただし、シートが20シートにéêすると、×Øをï'�に`øします。

�$がUðになったとき、ýþのブックをbRしたÂ、ñしいブックを	yし、そのruから

データをãHします。

データのãHされた ブックをbRするフォルダをâ�します。Excel

バックアップbRされる ブック�のruに$ける� をãHします。Excel

ブックには、�Îの�ìが���に$けられます。Excel

バックアップ	
で ブックのファイル�Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

��£¤による��¦��の§¨©ª

��をòlmにUしながら��Tの��をおこなう89、��データをグラフによりó�W`すると、�Îのようなôかなõ[がöられる89があります。

これは、�^��-z�の�Hレンジをオートレンジで��した89に、レンジの�り�わり2で-zします。

このõ[を÷ぎたい89は、�Hレンジを[�レンジにして��を ってください。

:
�Hがオートレンジのî、

レンジの��り2で、�な

õ[が-zします。
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ソースメータ�Lのスイープ��をcdした��

ソースメータ-×でのスイープ{oをxyして
�したÔ

��データが=TVして、

シートにãHされます。Excel

���に °�が	Pされます。I-V

�^スイープ/��スイープを�り�えます。

スイープスタート�^/��をãHします。

スイープストップ�^/��をãHします。
タートとストップの0ùのLOGスイープのîは、ス

-�はeじにしてください。

LINスイープのî、ステップ�^/��をãHし
スイープのî、zúステップ=をãHしまLOG

す。A�2,500までのステップ=のãHが�
です。

	
する��の��がW`されます。ST�の=
Tは - アドレスをWわします。����と -GP IB GP IB
アドレスのÙ�は、「��のÙ�」ボタンで います。

リニア／ログのスイープを�り�えます。

スイープスタート／ストップTのãHの3�を
Ù�します。

スイープを��します。

�^�Hするîは、'(��をãHし���H
するîは、'(�^をãHします。 LMの89
は、��NOにPじその�HTにQRしたA�
の'(Tに���にÙ�されます。

チェックを$けると�Hはオートレンジになり

チェックを�すと、 レンジ�Îに ãHMがW`

されます。

�H÷øî、��の�Hを にして�HをOFF
`øします。 チ ェックを$けないと、`øî、
�HはAÂの�HTで をbcします。ON
2450/2460の89は、スイープ`øとüに
�Hは�に になります。OFF

モデル2430だけの��です。
チェックを$けると、�Hがパルス�Hになり
ます。 � PがW`されますから、パルスのî
�dをãHしてください。
パルス�Hにチェックを$けると、「bcî�」
がパルスk�に�り�わります。
10Aレンジを	
する89、A�パルスdは
2.5msです。

-×のスイープ{oをxyした
�

この「スイープ」タブが./されているªに「ＳＴＡ

」をクリックすると、��した~�に�ずき、{ＲＴ

cの��e、スイープをhiします。

スイープ��e、その*+をExcelÉに��みます。

��データは、qrのカーソルjlから±&'

に'かって��されます。

LMの89は、「 」レンジにÙ�されBEAT FIX

ます。=TをãHすると、そのTを½むA�の

レンジにÙ�されます。

��は、LMにしてください。
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ýDスイープは、 の89だけ�です。2450/2460



�^／��の¼ステップでの�Hbcî�

をãHします。 2430でパルス�Hの89は、

パルスk�に�り�わります。

0.002 9999kのlmでãHできますが、

Wの�Hòóによっては、0.002k$oのî

�はÓbできない89があります。

2450/2460では、bcî�のÙ�はできません。

zî�と����のî�で、;þ�に®まり

ます。

��のzî�をÙ�します。0.01 10の

lmでãHします。

2430のパルス�Hの89は、0.01 0.1の

lmでãHします。

ここでのãHTが��î�のjさを®�し、

ãH�なbcî�(パルスd)にIJを

¯えます。

��するレンジを°�のレンジに[�す

る89にチェックを$けます。

�ÎのJ"がW`されたら��したい

レベルTをãHしてください。そのレベル

が���なA]なレンジに[�されま

す。 2430のパルス�Hの89は、eず

マニュアルレンジにするefがあります。

オートゼロを にします。ON

�HTÙ�Â、����までの��î�をãH

します。 � �の¢£¤の「ソースディレイî�」に

ÿ�します。

2430のパルス�Hでは、���にパルスの��

Vzで��が われるため、ここでのãHは*^

されます。

��する��にチェック

を$けます。 チ ェックを

$けるとeîに、その�

�TをExcelへãHする

îの3�をâ�します。

スイープ�	を÷øし、��データをExcelシートに

úりûんだÂ、���に	Pを います。

�ÎのJ"で、その	PòóをãHします。

, のMがLMの89、オートスケールでMAX MIN

	Pが われます。

※1

����î�のãHがFり、bcî�のãHMがLMの89

. は、「 」のÙ�になります。TRIG DELAY AUTO

※2

bcî�のãHがFり、����î�のãHMがLMの89

��î��がbcî�の��に�るように、����î�を

���に�_しÙ�します。

. は、「0」にÙ�されます。TRIG DELAY

※3

bcî�、����î�の)�のãHが*い89、

����( )、 . üに、「 」にSOURCE DELAY TRIG DELAY AUTO

Ù�されます。

bcî�

����

����
パルスdと でNPLC
���に®まる。

NPLCで�まる


�ª«

NPLCで�まる


�ª«

AUTO ZERO-

のÒÓON

AUTO ZERO-

のÒÓOFF

AUTO ZERO-

のÒÓは]しOFF

( . )TRIG DELAY

( . )TRIG DELAY

パルスk�

パルスd

※1

パルスk�のãHMがLMの89、 . は「0」にÙ�されます。TRIG DELAY

DC �のÒÓのタイミングチャート��

パルス �のÒÓのタイミングチャート��

「Excelデータのリアルタイム�H」の89、�Îの「bcî�」は、パソコン&でî�をh,しますから、«��なî�は��できませんし、

�	しごとのî�のばらつきも-zします。

「Excelデータのリアルタイム�H」の89、�Îの「パルスk�」は、パソコン&でî�をh,しますから、«��なî�は��できませんし、

�	しごとのî�のばらつきも-zします。
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2450/2460だけの��です。
���^と����とüに
î�も シートにúりûみます。Excel

(2450/2460 )は�く

(2450/2460 )は�く



ExcelÉのデータを スイープとして �カスタム
この「 」タブが./されているªに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

をクリックすると、ソースメータ-×に�Fされている

カスタム �リストに�ってスイープを��し、その


�*+をExcelÉに��みます。

��データは、qrのカーソルjlから±&'に'か

って��されます。

Excelシートより、�^Tとしてúりûむか、��
Tとしてúりûむかをßàします。

úりûむデータの3�をÙ�します。
Ûえば、Excelùのデータが「100」で「mA」
をÙ�した89、100mAとしてúりûまれ
ます。

Excelùの=Tデータを のソースメータ

メモリ へ¿りûみます。カスタム 	


Excelùのýþのカーソル��から���
にデータのúりûみを��します。
セルがLMになるか、100Áになると、
úりûみを`øします。
úりûんだMNは、�の�H¸
にv�
されます。

Excelシートからúりûんだカスタムスイープ
データ=がW`されます。

カスタムスイープを��します。
ここでのスイープòóは、�て「スイープ」タブのJ"
でãHしたòóが�
されます。
・'(��/�^
・bcî�
・�Hレンジ
・zî�
・����などです。
��	P��はありません。

カスタムスイープとeîに��を うときにチェック
を$けます。�^��/����のどちらか;�の
ßàとなります。

��MNをExcelへãHするときの3�をÙ�します。

x�されている��の��をúし、W`します。

�Hと��のòóをãHする��をßà
します。ST�の=Tは - アドレスをGP IB
Wわします。����と - アドレスのGP IB
Ù�は、「��の�y」ボタンで います。

ソースメータ�Lのカスタムスイープ��をcdした��
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ランダム��でスイープしたÔ

�H�^Ý�

����Ý�



４()��のYZ

「��
�]し」の^_のÉを「 」キーを+したままマウスクリックすると、Ctrl
「X��
�」と「４¡¢
�」を ¡に[\えることができます。
±²})がOPされたら、４¡¢
�の
�~�を��します。


���を%�し、��Zを�り�し
�したÔ


���を%じ
ùやしながら、
��Zを
�したÔ。

��0��での���

/G�HによるZ[f�
を{いた0しい���

��ù��での���
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４¡¢
�を�うためには、-ソフトを４¡¢
�モードに[\えます。

４����モードを します。ON OFF/

��MNの3�をßàします。

��MNをâ=WÎで シートにãHする89はチェックを$けます。Excel

&��'のiFによる����_�xをßàします。
このßàは、��MNに�きなIJを¯えますから、
ユーザー&の�×で�z��してßàしてください。

&��'の�さを の3�でãHしてください。mm

４��プローブの����を の3�でãHしてください。mm
４��は��ëをì�にしております。

４��プローブの����を の3�でãHしてください。mm
４��は��ëをì�にしております。

�み/0Þ= とkl/0Þ= をãHします。(Fw) (Fr)
&��'9にáなる、この/0Þ=の]�なTについての
� を�¯はcち9わせておりません。
ユーザ&の�×で]�なTをãyしてください。

Fw Si��_�にチェックを$けると、 ウェハの89は、
Si Fwウェハの�みから、���に Tを_�することができます。

Siウェハの�みをãHします。
\にある「 _�」ボタンをクリックすると、 Tが�_されFw Fw
���に TがãHされます。また、 でも���_Fw EnterKey
されます。
_��xは、「 」の$W のテーブルから_�され、JIS C 0620 1
テーブルにない�さTは、#Û?zにより�_されます。
�みのãHlmは、 から のlmです。150um 4000um

W32-2400 4MR の{o


